
 

  

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は総括討論でのフロアーからの青年の発言からです。 

彼は、一昨年度の滋賀大会に仲間と一緒に参加していて、フロアーから貴重な発言をしてくれ

ました。中学校の時、祖母から友達の家に遊びに行くなと言われたことがきっかけで、そこから   

反差別の活動をするようになったということでした。その彼が、昨年度も偶然同じ分散会に参加  

してくれていました。発言内容を紹介します。 

 

ずっと祖母と向き合ってきた。高校の頃から、集会所で活動することに関しても、「あんたが

やりたいんならやればいいんじゃない」と祖母の中で意識が変わってきたと感じていた。   

しかし、去年の全人教大会の時に行ってくるということを話したら「あんたに関係ないやろ」と

言われて、全然分かってもらえなくて喧嘩になった。やり取りをしているなかで、祖母が兄に  

「この子、部落のとこ行っとるんやで、どう思う？」と聞いた時、兄から「えっ、こわっ」と   

いう言葉がでた。二つ上の兄は中学校で一緒に勉強していたはずやのに「こわっ」ということば

が出てくる。兄にも部落に友達がたくさんおるはずやのにすごいショックやった。 

 こういった内容でした。 

 

彼は集会所で学習を続け、祖母とも中学生の時からずっと話し合いをしています。気になった

のは、同じ学校で同じ家庭で育った兄弟の意識の違いです。きっと二人が通ったこの学校にも、

人権・同和教育の年間計画や目標があり、教職員が意識統一をして取り組んでいるはずです。 

でも、二人の意識には大きな隔たりがあります。近い年齢で同じ小学校、同じ中学校で人権・  

同和教育を受けているにもかかわらずです。教職員の共通認識を図ることがいかに難しいかと

いう現実にある課題を提起してくれたと思っています。 

 

 この青年は、「祖母から遊びにいったらあかんと言われ、何でやろ？と思っていたが、先生に

相談し、それが部落差別だと知った。部落差別は自分に関係ないもんやと小学校の頃からずっと

思ってきてろくに学習してこなかったが、自分の祖母が差別をしていると知った時にすごい  

ショックだったのと友達が差別されたことがすごく嫌で、集会所の人権学習に参加するように

なった。」と語っています。相談を受けた先生が、部落のことを正しく知ってもらおうと彼を  

集会所の学習会に誘いました。そこから彼の反差別の取り組みが始まったということです。 

 

 この分散会の報告者も、「中学生の時に先生としっかり話せたこと、先生が自分白身の話を 

してくれたことが大きかった」「中学校の時は先生との距離が近かった」と語っています。 

改めて、一人一人の教職員の部落問題と向き合う姿勢、その果たす役割の大きさを痛感させ 

られました。                                 

（館長 村上正哲） 

【館長のきづき】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行 事 予 定 

１ 火  

２ 水  

３ 木 
隣保館長等研修会【松前町】 

スローエアロビック 10:00～ 

４ 金 隣保館職員実務担当者研修会【松前町】 

５ 土  

６ 日  

７ 月 同和問題学習会（土居中学校）19:00～ 

８ 火  

９ 水  

１０ 木 スローエアロビック 10:00～ 

１１ 金  

１２ 土 土曜講座【東温市中央公民館】13:00～ 

１３ 日  

１４ 月  

１５ 火 ３B 体操教室 10:00～ 

１６ 水  

１７ 木 スローエアロビック 10:00～ 

１８ 金  

１９ 土  

２０ 日  

２１ 月 敬老の日 

２２ 火 秋分の日 

２３ 水  

２４ 木 スローエアロビック 10:00～ 

２５ 金 各種相談日 10:00～(内容:職業・人権など) 

２６ 土  

２７ 日  

２８ 月  

２９ 火  

３０ 水  

 

 

 

スローエアロビック教室 
９月の予定は、 

３日（木）、１０日（木）、１７日（木）、

２４日（木）の４回、 

１０時から９０分程度行います。 
参加者の皆様には、 

感染症拡大防止対策への 

ご協力をお願いします。 
 

３Ｂ
さんびー

体操教室 
誰でもできる楽しい体操♪ 

３B 体操は、「遊びの要素」・「気軽に」・ 

「体に無理なく」をキーワードに、老若 

男女問わず、誰でも楽しめるように考案

された健康体操です。 

ボール、ベル、ベルターといった用具を 

使用することで、しっかりとした健康効

果が期待できます。「体を動かしたいけ

ど、激しい運動は…」とお悩みの方もま

ずは一度ご参加ください。 

日 時 毎月１回 原則第４火曜日開催 

※９月は２２日（火）が祝日のため、 

１５日（火）に実施します。 

時 間 午前１０時～午前１１時３０分 

会 場 土居隣保館 会議室 

講 師 井上厚子 さん（公益社団法人 

日本３Ｂ体操協会公認指導者） 

受講料 無 料 

持ち物 トレーニングマット、上履き、 

動きやすい服装 

■体操に使う用具（ボール・ベル・ベル

ター）は、こちらで用意します。 

※興味のある方は土居隣保館までご連絡 

ください。 


